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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
国語教育の指導現場において重要性が指摘されている「伝え合う力」としての音声言語教
育を学術的に捉え研究の対象とした例は少なく，教育実践の紹介に留まることが多い。そう
した現状の中で，本論文は，「伝え合う力」及び「語り」を再考することで，国語教育にお
ける音声言語の在り方を問い直し，理論的基盤整理した上で，聞き手に伝えるという音声言
語活動に理論的基盤を位置づけると同時に，教師による指導との関連性の中で体系化を行っ
た。それにより，これまで聞き手不在の中で活動が展開されていた学校教育現場での言語活
動を，コミュニケーション機能を備えた音声言語活動の観点から検討し，新たな提言を行っ
たものである。 
審査の結果、以下の点が指摘できる。 
 第１に，国語教育における「伝え合う力」を音声言語の視点から検討し体系化するという
本論文の視点は独創的であり，先駆的研究として評価できる。国語教育における言語活動を
伝達の観点で評価するのではなく，コミュニケーション機能を備えた音声言語活動に基盤を
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おき，語りの教育に理論的根拠を位置づけ体系化した点は今後の音声言語活動教育研究及び
実践における新たな視点を提示したものとして意義がある。 
 第２に，伝え合う力としての音声言語を単に理論的に考究するのではなく，実際の教育現
場における指導実践を取り上げ具体的事例として考察対象とし論じていることが評価でき
る。それにより国語教育における語りを視野に入れた音声言語教育の具体的展開が可能とな
り，今後，国語教育現場での指導実践に大きく寄与し得る重要な知見として期待できる。 
 第３に，国語教育における伝え合う力に関しては，発表や表現の方法論に重きが置かれ，
他者とのかかわりの視点をもった音声言語教育の具体的な方策についての研究の蓄積が極
めて少ない現状の中で，実際の教育実践の事例に基づき音声言語活動の教育方策について教
師の関わりの視点から実証的に提案している点が評価される。本論文の成果は，国語教育に
おける音声言語教育の位置づけを検討する上で一つの視座を占めるものとして評価される。 
 他方，本論文はいくつかの課題を残している。 
 第１に，音声言語を伝え合う力の観点から捉え体系化している点で評価されるが，それを
国語教育現場でどの様に具体的に展開していくか，展開した上でどの様な効果と課題が表れ
るのかについて，語りの実践に基づいて考究されてはいるものの，多様な実践方法をも含め
た形では十分に示されてはいない。かなり入念に理論的根拠を読み問いた上で位置づけ緻密
な分析がなされているものの，今後，より具体的かつ詳細な国語教育現場の実践において考
究することが求められる。 
 第２に，本研究で音声言語教育における教師の関わりについて，変容の許容と共同化の評
価という新たな知見を見出しモデル構築を行っているが，授業場面におけるより具体的な実
践方法についての議論は不十分であり，教師の役割に関し，解決されるべき課題も残されて
いる。今後，更に多様な事例の考察を蓄積することによって，より精緻なモデルが構築され
ることを期待したい。 
 第３に，研究によって示された音声言語教育のモデルの普遍的妥当性の問題である。本論
文で示した音声言語教育及び語りの実践に関する成果が，国語教育以外の学習場面や社会生
活においていかなる意味をもつのか，今後，多角的に検討することが重要な課題として残さ
れている。 
しかし，本論文を全体としてみれば，音声言語教育の意義を歴史的背景を含め丁寧に整理し
た上で，実際の教育現場での実践事例を考察対象とし，分析作業を重ね，一つひとつの研究
を着実に展開しており，国語教育における「伝え合う力」を音声言語の視点から検討し体系
化するという本論文のねらいは，成功していると判断できる。 
よって，本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。 
